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TA BLE O F CON TEN TS

ようこそ
　BopPad の世界へようこそ！　この取扱説明書をお読みになれば、BopPad を使いこなすための知識を
深めることができます。
　本書は、BopPad のハードウェアやソフトウェアをご使用いただくのに役立つ情報をご提供するため
のものです。初心者から上級者まで、あらゆる段階の方々を対象にしていますが、MIDI の基本的な概念
や用語について説明するものではありません。ユーザーの皆さんが、すでにMIDI 機器やMIDI ソフトウ
ェア、ハードウェアをご使用になったことがあるというのが、前提になっています。

お問い合わせ
BopPad についてのご質問やご意見がございましたら、以下のサイトからご連絡ください。
●全般的なご質問はこちら：kmi@pearl-jp.com
●ユーザー・フォーラムはこちら ( 英語版 )：http://forum.keithmcmillen.com

ダウンロード用リンク
BopPad 関連のソフトウェアは、Pearl USA のサポートページ、または Keith McMillen Instruments 
（以下、KMI）社のサイトからダウンロードできます ( 英語版 )
：www.pearl-electronics-support.com
：https://www.keithmcmillen.com/downloads/
オンラインの BopPad エディタには、こちらからアクセスできます ( 英語版 )
https://files.keithmcmillen.com/products/boppad/editor/

BOP PADようこそ
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BOPPADご使用の前に

1.1　同梱品
BopPad 本体
叩いて演奏します

マイクロUSB ケーブル
BopPad をこれでコンピューターやタブレット、MIDI エキスパンダーなどに接続します。

1.2　MIDI Expander パッケージの同梱品
MIDI Expander
BopPad の機能を拡張します。

USB 電源およびコンバーター・ブレード
+5V DC、500mA

コンバーター・ブレードは、アメリカ合衆国以外の地域の AC電源に接続するためのものです。

USB ケーブル
Expander をこれで USB 電源に接続します。

ミニUSB ケーブル
KMI 社の機器をこれで Expander に接続します（このケーブルもMIDI Expander に同梱されていますが、

BopPad と MIDI Expander の接続には、BopPad に同梱のマイクロUSB ケーブルを使用してください）。
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BOPPADご使用の前に

1.3　動作環境
1.3.1　ハードウェア
MacOS：
●MacOS 10.6 またはそれ以降に対応のコンピューター

●Intel Core 2 Duo またはそれ以上を搭載

●USB 2.0 またはそれ以降のポート

Windows：
●Windows 7、8、または 10 に対応のコンピューター

●USB 2.0 またはそれ以降のポート

1.3.2　ソフトウェア
MacOS：
●Mac OS 10.9 またはそれ以降

●Intel Core 2 Duo またはそれ以上に対応

●USB 2.0 またはそれ以降のポートをサポート

●100 MB の空ディスク・スペース

Windows：
●Windows 7、8 または 10

●2.5 GHz 以上のプロセッサー

●4 GB 以上の RAM

●USB 2.0 またはそれ以降のポートをサポート

●100 MB の空ディスク・スペース

ウェブエディタ：
Chrome、Opera など、Web MIDI に対応したブラウザ。Web MIDI への対応状況については、

こちらを参照してください：http://caniuse.com/#feat=mid
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BOPPADはじめに

2.　はじめに
　この章には、BopPad を使い始めるにあって役に立つ情報が掲載されています。BopPad ハードウェア

本体や外部機器との接続方法、基本的な操作方法、エディタについてご説明しています。さらに詳しい

情報については、BopPad 本体および BopPad エディタの章を参照してください。

2.1　BopPad 本体
　BopPad本体は分かりやすい設計になっています。打面は4つの扇形の部分に分割されていて、それぞれ

を叩いて素晴らしいサウンドを出すことができます。

　本体の後面にはマイクロUSBポートがあり、そこからコンピューターやタブレット、MIDI Expander に

接続できます。接続したら、DAWなどの音楽用アプリを立ち上げて、アプリがBopPadを認識してドラム

やシンセの音源が鳴ったり、これまでにない音楽表現のためのダイナミクスなどのコントロール・データ

を送信したりしていることを確認してください。

2.2　BopPad ソフトウェア
　BopPad エディタは、コンピューターのデスクトップでもWebMIDI 対応のブラウザ上でも動作します。

BopPad 用のウェブエディタは、WebMIDI 対応のブラウザが動作可能な機器であれば互換性があります。

スタンドアローン版のエディタは、MacOSまたはWindowsが動作可能な機器であれば互換性があります。

エディタでは、ユーザーの操作に対する BopPad の反応のしかたを、ほとんどあらゆる形にカスタマイズ

できます。詳細については、BopPad エディタの章を参照してください。

注意：iOS 機器を接続する際には、Apple 純正の Camera Connection Kit
（USB/Lightning アダプター）のご使用をお勧めします。Android 機器との接続には、
USB OTG ケーブルを使用してください。

注意：ブラウザがMIDI 機器の使用許可を求めてくるかもしれませんが、これは単に、
SysEx データをMIDI 機器に送信する際の、セキュリティに関する警告です。

注意：ウィンドウズ版 Chrome のバージョン 58～ 60 をご使用の場合は、ブラウザの
flag 機能をオフにする必要があります。アドレスバーから以下の設定ページにアクセス
して、パラメーターを「disabled」に設定した上で、ブラウザを再起動してください
：chrome://flags/#enable-midi-manager-dynamic-instantiation
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BOPPAD機能の概要

3.　機能の概要
　BopPadは、正確でとてもニュアンスの豊かなMIDI データをコンピューターに送信することのできる、

多機能のパーカッション・インスツルメントです。その使い方は叩くだけです。

　演奏にはドラムス用のスティックや素手など、かなりいろいろなものが使えます。

3.1　マルチ・ディメンショナル・コントロール
　BopPad からは、様々なMIDI データが送信できます。

　MIDI ノート
　4つの扇型の打面からは、それぞれ最大 6個までのノート・データが送信できます。

　コントロール・データ
　4つの扇形の打面からは、それぞれ最大 5種類までのMIDI メッセージをノート・データに追加して

送信できます。これらのメッセージは、センサーからの様々なデータでコントロールできます。

ポリ・アフタータッチやチャンネル・プレッシャー、ピッチ・ベンドといった連続的なコントロールも

可能です。

　MIDI 出力の設定についての詳細は、BopPad エディターの章を参照してください。

3.2　接続について
　BopPad はクラス・コンプライアント対応のMIDI 機器で、MIDI を受信可能な機器であれば、ほぼど

んなものにでも接続できます。

　同梱のマイクロUSBケーブルで、クラス・コンプライアントのMIDI 規格を満たす現行のOS（Macや

Windows、Linux）が動作するコンピューターに接続できます。

　また、別売のMIDI Expander を使えば、従来の 5ピンMIDI 端子の付いたMIDI 機器にも接続できます。

注意：BopPad本体にはUSBポートが1個しかないので、接続できるのはコンピューター
または Expander のどちらか一方だけで、両方同時に接続することはできません。
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BOPPADBopPad 本体

4.　BopPad 本体
　BopPad本体には、打面とUSBポート、USBガードがあります。

　打面
　打面はわかりやすい 4つの扇形に分割されています。お好みのもの（素手やスティック、マレット、

スプーンなど、何でも！）で扇形の部分を叩くと、エディタで作成して現在呼び出されているプリセット

に応じたMIDI データが送信されます。

　USB ポート
　マイクロUSB ポートは、本体に付いている唯一の接続ポートです。ここからコンピューターやMIDI

対応のタブレット、（別売りのMIDI Expander 経由で）5ピンMIDI 端子の付いたあらゆるMIDI 機器な

どに接続できます。

　USB ガード
　USB ガードは、マイクロUSB ケーブルとマイクロUSB ポートを保護するためのものです。

この接続部分は小さくて、衝撃などの外圧に対する強度が十分ではありません。USB ケーブルを接続し

たまま持ち運ぶようなことは、お勧めできません。

　LED
　LEDは、BopPad の様々な状態を表示します。

　USB経由で外部機器に接続されている場合、電源がオンになっていれば LEDが緑色、接続機器と通信

を行っている時にはオレンジにそれぞれ点灯します。

　MIDI Expander に接続されている場合、電源がオンになっていれば LEDが赤色、接続機器と通信を行

っている時にはオレンジにそれぞれ点灯します。

　LEDが緑と赤に交互に点灯するブートローダー・モードでは、ファームウェアのアップデートができます。

注意：BopPadが平面に置かれるか、別売のBopPadバスケットを使用すると打面は最も
よく反応します。
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BOPPADBopPad エディター

5.　BopPad エディター
　この章では、BopPadエディターの基本的な操作方法について、デスクトップ用とウェブエディタとの
違いも含めて解説します。
　5.1　エディター
　BopPad エディターは、BopPad 本体から送信されるデータの種類や送信方法、それらのデータの様々
なコントロール方法を設定するためのものです。
　5.1.1　Presets セクション

　

　Presets セクションでは、BopPad のプリセットを保存したり呼び出したり、BopPad 本体に送信した
りします。BopPad 本体内には最大 4つのプリセットを保存できます。
　これらのプリセットは、接続したコンピューターのソフトウェアやMIDI機器からプログラム・チェンジ
・メッセージを送信して切り替えることができます。0～ 3のプログラム・チェンジ・メッセージを送信
すれば、4つの内蔵プリセットが切り替えられます。
　プリセットは、メニューの上部にあるボタンで、BopPad 内の 4種類の送信先（Destination）を選ん
で送信し、プリセットの保存やコピー、前のプリセットへの復帰、消去ができます。
プリセットのコピーを保存する場合、プリセットの名前は最大 16 文字に制限されます。
　エディタ内に保存できるプリセットの数に制限はありません。また、プリセットはファイル・メニュー
からインポートやエキスポートができます。ユーザー・プリセットは、Presets の枠内に .json ファイル
をドラッグ＆ドロップしてインポートすることもできます。ファイル名の混乱や重複がない限り、プリ
セットはインポートされます。
　5.1.2　Quadrants（打面）セクション
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　Quadrants（打面）セクションでは、個々の打面にアサインされる音符を選択したり編集したりできます。
打面を選択するには、BopPad アイコンの対応する部分をクリックします。「Shift」キーを押しながら
「z」、「x」、「c」または「v」のキーを押して選択することもできます。BopPadアイコンには、接続状況や
ファームウェアのアップデートといった、役に立つ情報も表示されます。
　個々の打面は、同時に最大 6個までのノート・データを送信できます。ノートは、ボックスに直接タ
イプするか、あるいはキーボードの図の鍵盤をクリックして選択します。キーボードの図は、図の左上
の Show/Hide の文字をクリックすると表示や消去ができます。
選択した打面のノート・データは、COPY QUADRANT、PASTE QUADRANT CLEAR QUADRANT のボタン
でそれぞれコピー、ペースト、消去ができます。作業を最初からやり直す時には、CLEAR ALL QUADRANTS
ボタンをクリックします。

　個々の打面がデータを送信するMIDIチャンネルは、MIDI Channel ボックスで設定します。Strike Density
ボックスでは、様々な演奏方法に応じてパッドの反応を調節します。軽いスティックで素早く演奏する
場合は高め、より表現力豊かな演奏には低めの設定が良いでしょう。プリセットを選択した時に送信さ
れるプログラム・チェンジとバンクのメッセージは、Program Change と Bank Select ボックスで設定
します。個々の打面の感度は Sensitivity、全体のゲインはGain のボックスでそれぞれ設定します。
Gain の設定値は、プレッシャーに関係する全てのデータに適用されます。Sensitivity は、Modline
（モッドライン：次項参照）で設定したデータを送信するために必要な、打面を叩く強さを設定します。
Gain はベロシティおよびプレッシャーの出力を調節します。

　プリセットを切り替えた時にボリュームが最大になるようにするかどうかは Full Volume Change ボ
ックス、ベロシティの上書きはVelocity Override で選択します。Full Volume Change をオン（Enabled）
にすると、プリセットを切り替えた時にソフトウェアやハードウェアの音量が小さいままになってしま
うのを防止するために、ベロシティ値127を送信します。Velocity Override をオン（Enabled）にすると、
打面を叩く強さに関わらず、全てのノートをベロシティ 127 で送信します。

5.1.3　Modlines（モッドライン）
　モッドライン・セクションでは、BopPad から送信するあらゆるコントロール・データを選択したり
編集したりできます。ノートのモッドラインは常にアクティブの状態です。

　Message Type
　Message Type ボックスでは、モッドラインから送信するデータの種類を選択します。
Note のモッドラインは常時アクティブです（ただし、オフにすることもできます）。
その他にも、以下のMIDI データが送信できます：
●Pitch Bend
●Channel Pressure
●Polyphonic Aftertouch
●Continuous Controller（CC）
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Source
　Source メニューでは、BopPad からモッドラインのデータをトリガーするときに使われるデータを、
以下の中から選択します：
●Off――データは送信されません。
●Velocity――ベロシティ・データ（打面を叩く強さ）が使われます。
●Pressure――叩いた後で打面を押し付ける強さのデータが使われます。
●Initial Radius――打面を叩く位置のデータが使われます。
●Relative Radius――打面を最初に叩いた位置と、現在打面を押している位置の差のデータが使われます。

Invert Source
Source のデータが反転します。

Gain
Source のデータによる効果を増減させるための増幅率を設定します。

Offset
データの基準位置をずらす量を設定します。

Curve
データの変化率を、7種類のプリセットまたはユーザーが設定したカーブの中から選択します。
● Linear――データ値がそのまま効果に反映されます。
● Logarithmic――データ値が対数的な割合で反映されます。
● Exponential――データ値が指数関数的な割合で反映されます。
● Light――弱く叩いた時の効果はデータ値のままですが、高いベロシティ値を送信するにはより強く叩く
　　　　　 必用があります。
● Medium――弱く叩いた時にはより低い値のデータが送信され、強く叩くほど均一な割合に近づきます。
● Hard――ごく弱く叩くとベロシティ値が 0のままですが、それよりも強めに叩けば、高いベロシティ
　　　　　 値を出すのが楽になります。
● Dynamic――弱いタッチはそのまま、中間的な強さや強いタッチでは、対数的な割合でデータに反映されます。
● User――ユーザー設定のカーブが選択されます。

注意：Radius の値は、中央が1、周辺部が127になります。

　BopPad の打面で Radius 値が得られる領域には制約があります。
値は打面の端から端まで得られるのではなく、真ん中から少し離れた
あたりが 1、周辺の縁から少し内側に寄ったあたりが 127 になります。



5.1.4　Device Settings（本体の設定）
Device Settings セクションでは、BopPad の全般的な動作を決定する設定ができます。

●Unison Mode―BopPadの打面全体が、1個の扇形の打面と同じ動作をします。4個の打面のどれでも、

　　選択してUnison ボタンをクリックすれば、他の 3個の打面がそれと同じ動作になります。

●All Quadrant Mode―4つの扇形打面のノートやモッドライン、打面の設定値が同時に編集できます。
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　●Dynamic――弱いタッチはそのまま、中間的な強さや強いタッチでは、対数的な割合でデータに
　　　　　　　　反映されます。
　●User――ユーザー設定のカーブが選択されます。

Min
データの最小値を設定します。

Max
データの最大値を設定します。

Solo
対応するモッドラインのデータのみが送信されます。DAWなどのソフトウェア上でMIDIマッピングをする

時などに便利です。電源投入時やプリセットをロードした時には、オフに設定されています。

Live Value
Sourceの値がリアルタイムで表示されます。センサーの反応を微調整する時や、コントロール先を確認する

時などに便利です。

注意：設定値はリアルタイムで確認できますが、プリセットをBopPad本体に保存するには、
プリセットを本体に送信して保存の操作をする必要があります。



5.2　デスクトップエディター
デスクトップエディターはMac OSX 10.6 ～ 10.12 および、Windows 7、8 および 10 で動作します。

　5.2.1　メニューバー（スタンドアローン版のみ）
ウィンドウ上部のメニューから、ファイル管理や初期設定、ヘルプといった機能が選択できます。
BopPad―初期設定、ファームウェアやエディターのバージョン確認、アップデートの確認を行います。
View―エディターの表示サイズ、フルスクリーン表示のオン／オフ、エディタの再ロード、サポートに
相談する際に役立つステータスやエラーのメッセージ確認ウィンドウを開くといった操作を行います。
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5.1.6　Preferences（初期設定）
　Preferences 画面では、BopPad のさらに細かい設定ができます。これらの設定は、本体と全てのプリ
セットに適用されます。Preferences 画面は、ウェブエディタでは Preference ボタンのクリック、デス
クトップエディタではメニューからの選択（あるいはキーボード・ショートカットの「Command」
プラス「,」）で表示されます。

●Global Sensitivity―BopPad 全体の感度を調節します。
　あなたの演奏スタイルや環境に合わせて調節してください。
　トリガーの誤動作を防ぐためにも、この設定はとても重要です。
　スライダーの下にあるボタンをクリックすると、感度を
　（初期値の 16 に）リセットできます。
●Multitouch―Enabled にすると、叩いた後の動作が続いて
　いる打面の動作を止めずに、他の打面を叩いたデータを送信
　できるようになります。素手による演奏で、1個の打面を押す
　操作をしながら別の打面を叩くような場合に効果的です。
●Crosstalk Cancellation―Enabled にすると、ある打面を叩い
　たりその周辺を押したりする操作が、隣の打面に影響する
　可能性を低減できます。
●MIDI Expander Mode―MIDI Expander とのコミュニケーシ
　ョンのオン／オフを切り替えます。
●Version Numbers―エディターおよび接続した BopPad の
　ファームウェアのバージョンが、左下に表示されます。
　エディターには自動アップデート機能と、新しいファーム
　ウェアの告知機能があります。
●Unique Message Values―Enabled にすると、BopPad の
　打面の位置データやプレッシャー・データに関連するメッセ
    ージが、データが変化しない限り送信されなくなります。
   大量のデータを処理するのが苦手なMIDI 機器を接続する時
   には効果的です。



Presets――BopPad のプリセットのインポートやエキスポート、ユーザー・テーブル（次項参照）の
　　　　　 表示を行います。
Hardware――接続した機器のファームウェアのアップデートや再ロードを行います。
Help――ヘルプ書類を開いたり、使い方のヒントの表示や消去を行ったりします。

5.2.2　ユーザー・テーブル
メニューバーのPresetsメニューからUser Tableを選ぶと表示されるユーザー・テーブルは、編集が可能です。
ユーザー・テーブルは、BopPad内に最大4個まで保存できます。出荷時に保存されているどのテーブルでも、
自分の用途に応じて編集できます。
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　ユーザー・テーブルは、どんなソースのデータにも変化を与えることができるので、ベロシティやプ
レッシャーの反応具合を細かく設定するのに便利です。変化率は階段状にもクオンタイズした状態にも
設定できるので、より特殊な効果も得られます。ユーザー・テーブルの設定なしでプリセットを BopPad
に保存すると、保存先のスロットにもともと保存されていたユーザー・テーブルもしくは、リニアの
テーブルが自動的に選択されます。
　テーブルを編集する時には、保存先を選択してから、マウスを使ってテーブルの形を描き、保存します。
これで、モッドラインのどこでも利用できるようになります。

5.3　ウェブエディター
　WebMIDI に対応したブラウザであれば、ウェブエディタが利用できます。ウェブエディタは、機能上
はデスクトップエディタと同じですが、見た目が少し違います。
　ウェブエディタはこちらからアクセスできます：
https://files.keithmcmillen.com/products/boppad/editor

注意：上記にアクセスすると、ブラウザからMIDI 機器をコントロールする許可を
求められる場合があります。これはMIDI 機器に SysExデータを送信するための、
単なるセキュリティ上の警告に過ぎません。。



5.4　ファクトリー・プリセットの概要
　エディターには、すぐに使い始められる工場出荷時のプリセットが 4種類付属します。

　プリセット 1――UNIVERSAL
　　このプリセットは、BopPadの電源を最初にオンにした時に呼び出されるもので、様々なMIDI対応ソフト
　　ウェアやハードウェアを想定して作成されています。
　　●扇形の打面は、General MIDI 準拠のノート・データに設定。打面1から順に42/F#1（ハイハット）、

　　　36/C1（キック）、38/D1（スネア）、47/B1（ロー・タム）

　　●全ての打面のMIDI チャンネルは 1

　　●全ての打面の Sensitivity（感度）は 10

　　●全ての打面のGain は 1.0

　　●Radius は CC1（モジュレーション・ホイール）を送信

　　●Global Sensitivity は 16

　　●Multitouch は ON

　　●Strike Density は High

　
　プリセット 2――UNISON
　　ユニゾン・モードのプリセットで、プレッシャーや打面位置のデータが送信されます。

　　●全ての打面がMIDI チャンネル 1でノート・ナンバー 38/D1 を送信

　　●全ての打面の Sensitivity は 10

　　●全ての打面のGain は 1.0

　　●ベロシティ・カーブは Logarithmic

　　●Pressure は CC1（モジュレーション・ホイール）を送信

　　●Radius は CC2 を送信

　　●Crosstalk Cancellation は ON

　　●Global Sensitivity は 16

　　●Multitouch は ON

　　●Strike Density は High
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　プリセット 3――STICKS
　　スティックによる演奏を想定した、マルチ・チャンネルの設定です。
　　●扇形の打面は、General MIDI準拠のノート・データに設定。打面1から順に42/F#1（ハイハット）、

　　　36/C1（キック）、38/D1（スネア）、47/B1（ロー・タム）
　　●それぞれの打面が固有のMIDIチャンネルでデータを送信

　　●全ての打面のSensitivityは 10

　　●全ての打面のGainは1.0

　　●ベロシティ・カーブはLogarithmic

　　●PressureはCC1（モジュレーション・ホイール）を送信

　　●RadiusはCC2を送信

　　●Crosstalk CancellationはON

　　●Global Sensitivityは 16

　　●MultitouchはON

　　●Strike DensityはHigh

　プリセット 4――HANDS
　　素手による演奏を想定したプリセットです。

　　●扇形の打面は、General MIDI 準拠のノート・データに設定。打面 1から順に 61/C#3、64/E3、

　　　63/D#3、60/C3

　　●それぞれの打面が固有のMIDI チャンネルでデータを送信

　　●全ての打面の Sensitivity は 10

　　●全ての打面のGain は 1.0

　　●ベロシティ・カーブは Logarithmic

　　●Pressure は CC1（モジュレーション・ホイール）を送信

　　●Radius は CC2 を送信

　　●Crosstalk Cancellation は ON

　　●Global Sensitivity は 16

　　●Multitouch は ON

　　●Strike Density は Low
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トラブルシューティング



　新品のUSB ケーブルを試してみる
　　　故障かなと思った時にはまず（これはしばしば見逃されていることですが）、別のUSB ケーブル、できれば、問題なく
　　使えることがわかっているケーブルを試してみてください。ケーブルに支障があると、あらゆる不具合（不安定な接続、
　　メッセージの欠落）が起きたり、機器が全く反応しなくなったり（電源さえ入らなくなったり）します。

　接続するUSB ポートを変えてみる
　　　複数のUSB ポートが付いているコンピューターなら、別のUSB ポートにつなぎ替えるだけで問題が解決するかもしれ
　　ません。ごく稀なケースですが、USB 機器との相性が悪いポートが存在します。

　バスパワー式のUSB ハブは使用しない
　　　バスパワー式のUSB ハブは、BopPad に十分な電力を供給できずに、接続の不具合の原因になることがあります。
　　バスパワー式のUSB ハブは通常、コンピューターのUSB ポートから電源を取り、その電力を全てのポートに振り分けて
　　います。そのため、BopPad を直接コンピューターに接続した時に比べて、供給電力が減少します。どうしてもUSB ハブ
　　が必用であれば、外部電源を使用するUSB ハブを常用すると良いでしょう。

　USB ハブを外してみる
　　　USB ハブを経由して接続した状態で不具合が発生した場合は、BopPad をコンピューターのUSB ポートに直接接続して
　　みてください。また、この逆の場合もあり得ます――USB ハブを経由しない状態で不具合が発生した場合は、間にUSB ハブ
　　を追加してみてください（ハブをお持ちの場合）。

　ご使用のOSに固有のバグにも注意する
　　　BopPad が問題を起こす可能性があるいっぽうで、OSそのものが不具合の原因になる場合もあります。
　　Mac OS の CoreMIDI のバグや、Windows のクラス・コンプライアント機器の制限についても注意してください。

　リキャリブレーションおよびオール・ノーツ・オフのMIDI メッセージを送信してみる
　　　任意のMIDI チャンネルから Reset all controls（CC121）のメッセージを BopPad に送信すると、短時間にキャリブレー
　　ションの再設定が行われます。また、任意のMIDI チャンネルから All sounds off（CC120）のメッセージを送信すると、
　　全ての打面から全てのノートに対してノート・オフのメッセージが送信されます。

　接続するコンピューターを替えてみる
　　　BopPad をコンピューターにつないでも全く認識されない（しかも、上記のあらゆる方法を試しても問題が解決しない）
　　場合は、別のコンピューターに接続してみてください。別のコンピューターで正常に動作したら、ふたたび元のコンピュ
　　ーターに接続してみてください。これによって、接続の不具合が解消される場合もあります。

　USB ケーブルに関する注意点
　　　USB ケーブルは、製品に同梱のものを使用することをお勧めします。残念なことに、全てのUSB ケーブルが同じように
　　製造されているとは限りません。

　　BopPad の電源が入らない、あるいは、コンピューターとの接続が確立しないといったトラブルが発生した場合は、
　BopPad に同梱のUSB ケーブルを使用しているかどうか確認してください。

　　同梱のものとは別のUSB ケーブルを使って問題が発生するわけがないと思われるかもしれませんが、実際には機器の動作
　に大きな影響があります。これは BopPad に限らず、どんなUSB 機器についても言えることです。
　　機器が正常に動作していないように見えることは珍しくありませんが、USB ケーブルを交換しただけで問題が解決する場合
　も少なからずあります。
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よくある質問



　BopPad を使う時にはコンピューターが必要ですか？
　　　いいえ！　別売のMIDI Expander を使えば、5ピンMIDI 端子のある機器に接続して使えます。ただし、BopPad には
 　　USB ポートが 1個しかないので、接続できる機器はコンピューターか 5ピンMIDI 端子のある機器の “いずれか一方のみ”
　　 になります。

　BopPad の演奏には何が使えますか？
　　　BopPad はドラム・スティックやマレット、素手、その他、様々なものを使って演奏できます！

　BopPad からノート・データが送信されたままになっています。故障でしょうか？
　　　故障ではないと思われます。確認の方法はいくつかあります。BopPad は、電源投入時に短時間、キャリブレーション
　　を行います。この間、どのセンサーにも手を触れないようにすることが肝腎です。センサーに圧力を加えると、ノートが
　　鳴りっぱなしになる場合がありますが、電源を入れ直せば正常な状態に戻ります。エディタからファームウェアをインス
　　トールし直してハードウェアの不具合を治すこともできます。
　　　任意のMIDI チャンネルから Reset all controls（CC121）のメッセージを BopPad に送信すると、短時間にキャリブレー
　　ションの再設定が行われます。また、任意のMIDI チャンネルから All sounds off（CC120）のメッセージを送信すると、
　　全ての打面から全てのノートに対してノート・オフのメッセージが送信されます。

　BopPad を接続しましたが、音が出ません。どこが悪いのでしょうか？
　　　BopPad は MIDI コントローラーで、本体だけでは音が出ません。
　　音の代わりにMIDI メッセージを送信して、それによって外部のソフトウェアやハードウェアの音源を鳴らします。
　　些細な違いかもしれませんが、理解しておくべき重要事項でもあります。
　　　MIDI メッセージを受信できるオーディオ・ソフトウェアを起動してみてください。ソフトウェアによっては、そのまま
　　すぐに BopPad で音が出せるものもあります。とはいえ、接続したMIDI 機器に反応するために何段階かの設定作業が必要
　　なものもあります。その場合は、ソフトウェアの取扱説明書を参照してください。

　複数の BopPad を同時に使用できますか？
　　　できます！　動作状況を把握できる限り、何台でも同時使用できます。それには、コントロールするソフトウェアや
　　ハードウェアが混乱するのを避けるために、個々の機器がそれぞれ別のMIDI チャンネルでデータを送信したり、異なる
　　ノート・データやコントロール・メッセージを送信したりするように、プリセットを変えておくと良いでしょう。

　BopPad を載せるシンバル・スタンドでお勧めのものはありますか？
　　ポストの径が 8mmの標準的なシンバル・スタンドなら使えます！　　　

　BopPad から予期せぬメッセージが送信されます。壊れてしまったのでしょうか？
　　　おそらく、壊れてはいません！　BopPad は平らな台に乗せるか、スタンドに乗せて使うようにしてください。
　　あとはGlobal sensitivity や Quadrant sensitivity を調節したり、Crosstalk Cancellation を Enabled に設定したりする必用
　　があるかもしれません。

　モバイル機器にはどうやって接続すれば良いのでしょうか？
　　　iOS 機器との接続には、Apple 純正の Camera Connection Kit（USB/Lightning 変換アダプター）をお勧めします。
　　Android 機器との接続には、USB OTG 対応のケーブルを使用してください。
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　医療機器について
　　　BopPad は電磁波を発生する場合があり、その電磁波が心臓ペースメーカーなどの医療機器に干渉する可能性があります。
　　ペースメーカーをご使用の方は、ペースメーカーと BopPad の距離を 6インチ（約 15cm）以上離すようにしてください。
　　BopPad がペースメーカーなどの医療機器に干渉している疑いが生じた場合は、ただちに BopPad の使用を中止して、かか
　　りつけの専門医に医療機器の規格などの情報を確認してください。

　健康状態について
　　　BopPad が健康状態に悪影響を及ぼす可能性がある場合（発作や意識障害、眼精疲労、頭痛など）には、BopPad を使用
　　する前に、かかりつけの専門医に相談してください。　　　

　爆発性の環境について
　　　給油施設や、空気中に化学物質や粉じん（穀類の粉や埃、金属粉など）が含まれる区画など、爆発の危険が予想される
　　領域では、BopPad を使用しないでください。その場所の警告や注意書きに従ってください。

　腱鞘炎などについて
　　　一定の動作を繰り返す（スティックで BopPad を演奏するなど）際には、手や腕、手首、肩、首その他の体の部分に違
　　和感を覚えることがあるかもしれません。違和感を覚えた場合は、BopPad の使用を中止して、医師に相談してください。

　重大な被害をもたらす行動について
　　　BopPad は、機器の故障が死や怪我、重大な環境破壊などの原因となるような用途を目的とした製品ではありません。

　窒息の危険性について
　　BopPad のアクセサリーの中には、小さな子供が窒息する原因となる可能性を持つものがあります。これらのアクセサリ
　　ーは、小さな子供の手の届かないところに置いてください。　　　
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